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幼稚園だより
『ほどほどの自信』で

いいんです
昨日は，６月生まれのお友だちの「誕生会」でした。
園長講話がしゃぼん玉をつかったお話だったので，園

活動の後半のは，しゃぼん玉で遊ぶ子どもたちがたくさ
んいました。子どもたちの興味をもった瞬間を「最高の
指導の瞬間」ととらえ，育てていきたいと考えておりま
す。

さて，我々職員は，幼児とのいろいろなかかわりの場面で，「がんばったね」「えらいね」・・
・・・・と声がけをしています。その時に，声をかけられた幼児と一瞬目が合いますが，その時の
幼児の表情は，言葉に出来ないほど，本当によいものです。幼児の「頑張った」「楽しかった」
「うれしい」「よかった」「やったーっ」と，そんな気持ちがこめられた表情を返してくれるので
職員もうれしくなります。
「友達にやさしく出来た」「大きい声で挨拶が出来るようになった」「本が好きになった」「鉄棒
やとび箱で新しいことが出来るようになった」・・・・何でもいいんです。まずは，子どもと一緒
に，『ほどほどの自信』の芽を，一緒に膨らませていきませんか？
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日々成長した子どもたちの今があるのは，ひとえに皆様のお子さんへの
励ましや支援といった，園外保育以外での教育の賜であると思います。あ
りがとうございます。 これからもよろしくお願いいたします。 園 長


